
                         

  

    

3
月
14
日
（
月
）
江
差
町

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
、

16
日
（
水
）
せ
た
な
町
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
で
、
檜
山
南
部

と
北
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治

労
檜
山
地
方
本
部
と
連
合
檜

山
地
域
協
議
会
共
催
で
、

「2
0
1
1

春
季
生
活
闘
争
総
決

起
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

14

日
の
集
会
に
各
産
別

か
ら
総
勢
72
人
（
う
ち
自
治

労
53
人
）
、
16
日
に
は
42
人

（
う
ち
自
治
労
20
人
）
が
結

集
し
ま
し
た
。 

14

日
は
来
賓
の
福
原
道

議
が
、
参
加
者
に
日
頃
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
安
田
連
合
檜

山
地
協
事
務
局
長
か
ら
情
勢 

      

報
告
。
各
産
別
か
ら
は
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

自
治
労
檜
山
地
本
か
ら
は
、

14
日
は
三
上
書
記
次
長
が
、

16

日
に
は
せ
た
な
町
職
の

奥
村
書
記
長
が
、「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
全
力
で
た
た

か
い
抜
く
」
と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。 

         

             

【
２
０
１
０
年
度
第
８
回
職
員

側
議
員
協
議
会
及
び
第
２
回
組

合
会
（2

0
1
0
.

12.

6
～
7
）
】 

 

こ
の
会
議
で
、
萬
木
共
済
議

員
が
、
宿
泊
施
設
事
業
運
営
委

員
会
に
所
属
し
事
業
別
担
当
で

福
祉
担
当
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

【
第
９
回
職
員
側
議
員
協
議
会

及
び
２
回
宿
泊
施
設
事
業
運
営

委
員
会
及
び
第
１
回
議
員
協
議

会
（2

0
1
1
.
2
.
8

～9

）
】 

 
こ
の
会
議
で
は
、
市
町
村
共

済
組
合
が
実
施
す
る
短
期
給
付

財
政
調
整
事
業
に
お
け
る
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
調
整
基

準
率
（4

5
.
5
%

）
を
上
限
と
し
て

欠
損
金
補
て
ん
積
立
金
を
、

2
0
1
1

年
度
か
ら
3
ヵ
年
で
計

画
的
に
積
み
立
て
る
こ
と
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

出
産
費
付
加
金
等
の
対
応
で
は
、

原
則
42
万
円
と
な
り
、
付
加
金

（
3
万
円
）に
つ
い
て
も
、20

1
1

年
4
月
か
ら
法
定
給
付
に
つ
い

て
恒
久
化
さ
れ
る
見
込
み
と
な

り
、
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
福
祉

協
会
で
の
出
産
祝
金
を
現
行
3

万
円
か
ら
5
万
円
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
福
祉
協
会
事
業
と

し
て
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
金

額
3
万
円
と
す
る
こ
と
や
、
共

済
組
合
宿
泊
施
設
利
用
助
成
事

業
に
お
い
て
は
、
共
済
事
業
か

ら
移
行
さ
せ
、
2
年
間
２
５
０

０
円
を
３
０
０
０
円
に
増
額
す

る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 
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あいさつする福原道議 



【
第
10
回
職
員
側
議
員
協
議
会

及

び

第

3

回

組

合

会

（2
0
1
1
.
3
.
3

～4

）
】 

 

組
合
員
数
・
給
料
・
手
当
等

の
減
少
に
よ
る
掛
金
・
負
担
金

等
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
、
欠

損
補
て
ん
金
の
積
立
計
画
に
基

づ
き
必
要
財
源
率
を
前
年
度
か

ら
千
分
の
8.72
引
き
上
げ
、
千
分

の
91.6
と
設
定
し
た
結
果
、
給
料

に
対
す
る
率
は
短
期
掛
金
率
・

負
担
金
率
は
千
分
の
57.25
、
期
末

手
当
等
に
対
す
る
率
は
千
分
の

45.8
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
、
組
合
員
相
互
の
福
利
厚

生
の
向
上
の
た
め
に
も
、
積
極

的
な
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
の
利

用
促
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

あ
り
ま
す
が
、
紙
幅
の
関
係
も

あ
り
要
点
の
み
お
知
ら
せ
し
ま

す
） 

 

     

 

檜
山
地
本
管
内
で
唯
一
定

期
大
会
未
開
催
の
単
組
で
あ

っ
た
今
金
町
職
で
、
３
月
２
日

（
水
）
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

諸
事
情
に
よ
り
、
大
会
開
催

が
延
び
延
び
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
執
行
部
を
中
心
に

本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
、
苦

労
を
乗
り
越
え
て
き
た
結
果
、

定
期
大
会
を
開
催
で
き
る
運

び
と
な
り
、
３
月
２
日
苦
労
が

実
を
結
び
ま
し
た
。
「
執
行
部

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
」
。 

 

大
会
に
は
、
組
合
員
総
数
１

０
１
人
の
う
ち
、
会
場
出
席
者

48
人
、
委
任
状
出
席
28
人
、

計
76
人
の
出
席
に
よ
り
、
大 

      

会
が
成
立
し
た
と
早
坂
議
長

が
宣
言
し
ま
し
た
。 

          
大
会
で
は
、
２
０
１
１
年
度

運
動
方
針
案
、
２
０
１
１
年
度

収
支
予
算
案
、
上
部
団
体
へ
の

役
員
派
遣
に
つ
い
て
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
地
本
副
執
行
委
員
長 

 
に
は
、
中
川
真ま

さ

希き

さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
役
員
選
出
に
つ
い
て

は
、
立
候
補
者
に
対
す
る
信
任

投
票
が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員

の
賛
成
に
よ
り
新
役
員
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新

人
組
合
員
の
紹
介
も
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
「
組
合
活
動
に
頑
張

る
」
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 最

後
に
、
鈴
木
忍
書
記
次
長

（
地
本
青
婦
部
長
）
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
閉
じ
ま

し
た
。 

 

   
 

     

                         

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 

 

「
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ
」 

 

高
浜
虚
子
が
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
の

決
意
を
表
明
し
た
俳
句
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
１
９
１
３(

大
正
二)

年
、
同
じ

正
岡
子
規
門
下
で
あ
っ
た
、
河
東
碧
梧
桐

の
新
傾
向
俳
句
に
対
し
て
、
自
ら
は
、
子

規
の
興
し
た
伝
統
俳
句
を
守
る
た
め
に

闘
う
意
志
を
鮮
明
に
し
た
俳
句
と
し
て
、

い
ま
な
お
時
代
を
超
え
、
俳
句
史
に
残
る

も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

北
海
道
で
は
、
今
長
き
に
わ
た
る
冬
を

超
え
、
よ
う
や
く
春
の
兆
し
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
あ
る
春
は
、
ほ
の

ぼ
の
と
穏
や
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
春

で
は
な
く
、
ま
さ
に
闘
い
の
最
中
に
あ

る
、
「
闘
志
」
を
た
ぎ
ら
せ
る
春
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

わ
れ
わ
れ
労
働
者
の
声
を
道
政
へ
届

け
る
た
め
に
も
、
決
し
て
負
け
ら
れ
な
い

闘
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
こ
そ
組
合
員
が

一
致
団
結
し
て
闘
争
に
勝
利
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
で
す
。
闘
争
の
完
全
勝
利

の
た
め
、
今
一
度
組
合
員
皆
様
の
ご
奮
闘

を
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
野
） 

  

あいさつする森山委員長 

 

鈴木書記次長の団結ガンバロー


